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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－① 都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定 ｃｖ

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－② その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

□ 改善策はそのまま
□ 改善策に補強が必要
□ 新たに改善策をたてる

H 年 月

H 年 月

□ 改善策はそのまま
□ 改善策に補強が必要
□ 新たに改善策をたてる

その他の
数値指標２

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見

□ 改善策はそのまま
□ 改善策に補強が必要
□ 新たに改善策をたてる

指 標

指標２
岩宿駅南口
利用割合

％

H 年 月

※フォローアップの必要のある指標について記入

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

H 年 月

30

見込み・確定の別

目標値

人/年 80

△6

□ 改善策はそのまま
□ 改善策に補強が必要
□ 新たに改善策をたてる

□ 改善策はそのまま
□ 改善策に補強が必要
□ 新たに改善策をたてる

古代米栽培に市民参加者を募集す
ることが可能となり参加者数が増加
した。

数値目標には達していないが、南口
利用者割合を増加させる目的は達
し、また駅全体の利用者数も増加し
ている。

南口の利便性が市
民全体に浸透して
いないため

■ 改善策はそのまま
□ 改善策に補強が必要
□ 新たに改善策をたてる

□ 改善策はそのまま
□ 改善策に補強が必要
□ 新たに改善策をたてる

総合所見

施設整備に伴い、体験学習、岩宿
探検隊の実施場所の移行が順調に
行われ、利用者が増加した。

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

□ 改善策はそのまま
□ 改善策に補強が必要
□ 新たに改善策をたてる

1年以内の
達成見込み

○

事後評価

○

411 H２２年４月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

○

見込み・確定
の別

計測時期

H２２年４月

H 年 月

18 H２２年１１月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

4,975

560

4,350

9 △

事後評価

○

事後評価シート 様式２-1及び添付様式2-①から転記 ※全ての指標について記入

指 標 従前値 目標値

ふれあい学習館の利
用者数

人/年 500

指標１

3,000

160
古代米栽培への参加
者数

事後評価シート 様式２-1及び添付様式2-②から転記 ※全ての指標について記入

1年以内の
達成見込み

従前値

その他の
数値指標３

その他の
数値指標１



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③ 「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④ フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート 添付様式5－③から転記

実施にあたっての課題 その他特記事項実施時期具体的内容追加が考えられる今後のまちづくり方策

市道拡幅、交差点・信号機新設の工事完了に伴い、市民への南
口利用の広報を実施した。

改善策

・まちづくりの目標を達成するため
の改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他 必要な改善策

南口利用者割合が18%となったが、市民全体には南
口の利便性が浸透していないと考えられる。

岩宿駅北口の渋滞解消への活動推進
・南口利用促進の広報
・南口への誘導施策の検討

事後評価シート 添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

今後の課題 その他特記事項

博物館の実施事業が順調に推移していることから、現状を維持し
ながら利･活用を進める。

繰り返し広報を実施するとともに、看板の設置等による南口への
誘導施策についても検討を行う。

実施した結果

博物館が中心となって実施する体験学習教室の会
場として利･活用が定着したことにより、その利用者
数も増加した。

旧石器時代の専門博物館の特色である石器づくりの体験学習と
ともに、土器作りやまが玉作り、古代米作り、古代の料理作りを
体験する学習を充実させた。市外の学校への広報は、博物館の
紹介を兼ね、事業案内を送付するとともに、閲覧が多いインター
ネットのホームページを充実させた。

実施した具体的な内容

岩宿時代をトータルで体験できる事業の拡充
・体験学習メニューの充実
・市外学校関係者への広報

・成果を持続させるために
行う方策

岩宿駅南口利用の促進
岩宿駅の南側に位置する国道５０号線からの進入交差点に案内看板を設置すること
で、南口利用率の増加を図る。

平成２３年度


